
■人事は変革の主体者たれ

今，企業の経営環境は大きく変化し，グローバルな
競争に勝ち抜くことが必須の時代となった。企業は，
従来の成長レールの上で決められたことを実行する社
員ではなく，新しいビジネスを自ら工夫創造し，チャ
レンジし，成功させていくことができる「イノベーシ
ョン人材」や「変化に対応できる人材」を必要として
いる。そうした人材に最も重要なコンピテンシーが
「主体性」である。経団連や経済産業省がまとめたビジ
ネスで必要な能力セットにも見られる「主体性」とは
一体何なのか。そうした考察を踏まえて，これからの
人事の最重要課題である「主体性」を持った社員のつ
くり方と，業績を上げる「適材適所」の効果について
解説する。さらに，「主体性」を持った社員が，リーダ
ーやマネージャになる上で獲得すべきコンピテンシー
セット「人間力」の育成法について触れ，「企業は人な
り」の理念のもと，経営を補佐し実践するプロとして
の人事の重要な役割について述べる。
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